
(57)【要約】

【目的】簡素な構成で小型化が可能、且つ明るさにムラ

がない液晶表示用のバックライト構造を提供する。

【構成】発光体を用いて液晶表示素子のバックライトを

構成し、前記発光体と液晶表示素子との間に拡散部を設

けた液晶表示部のバックライト構造において、前記拡散

部がこの内側に形成される空間側に内壁を備えると共に

、液晶表示素子の貼り付け面を外壁とし、前記内壁には

屈折部を備え、前記外壁には凹部を備えたことを特徴と

する液晶表示部のバックライト構造とする。

【選択図】
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
発 光 体 を 用 い て 液 晶 表 示 素 子 の バ ッ ク ラ イ ト を 構 成 し 、 前 記 発 光 体 と 液 晶 表 示 素 子 と の 間
に 拡 散 部 を 設 け た 液 晶 表 示 部 の バ ッ ク ラ イ ト 構 造 に お い て 、 前 記 拡 散 部 が こ の 内 側 に 形 成
さ れ る 空 間 側 に 内 壁 を 備 え る と 共 に 、 液 晶 表 示 素 子 の 貼 り 付 け 面 を 外 壁 と し 、 前 記 内 壁 に
は 屈 折 部 を 備 え 、 前 記 外 壁 に は 凹 部 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 部 の バ ッ ク ラ イ ト
構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 液 晶 表 示 用 の バ ッ ク ラ イ ト に 関 し 、 特 に Ｌ Ｅ Ｄ 等 の 点 発 光 素 子 を バ ッ ク ラ イ ト
の 光 源 と し て 使 用 し て い る バ ッ ク ラ イ ト 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 直 下 型 方 式 の バ ッ ク ラ イ ト を 用 い た 液 晶 表 示 装 置 の 光 源 に は Ｌ Ｅ Ｄ が 使 用 さ
れ る こ と が 提 案 さ れ て お り 、 例 え ば 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ８ １ ６ ５ ６ 号 公 報 や 、 特 開 ２ ０ ０ １
－ ３ ０ ５ ５ ３ ５ 号 公 報 に 開 示 の バ ッ ク ラ イ ト が 知 ら れ て い る 。 こ の よ う な 従 来 技 術 に お い
て は 、 直 下 型 方 式 と 呼 ば れ 、 液 晶 表 示 機 器 の バ ッ ク ラ イ ト に Ｌ Ｅ Ｄ を 使 用 し 、 点 光 源 を 用
い た 液 晶 表 示 装 置 と な っ て い る 。 そ し て 、 当 該 Ｌ Ｅ Ｄ を 反 射 板 の 所 定 の 位 置 、 た と え ば 中
心 部 分 等 に 配 置 す る こ と で 、 Ｌ Ｅ Ｄ か ら 得 ら れ る 光 源 を 表 示 部 分 全 体 に 拡 散 す る 構 造 と な
っ て い る 。 こ こ で 、 前 記 反 射 板 は 、 凹 面 形 状 や 多 屈 曲 面 形 状 を は じ め と し て 、 上 記 の 通 り
Ｌ Ｅ Ｄ の 点 発 光 を 面 発 光 へ 変 え 、 照 射 面 に 均 一 に 照 射 可 能 な 構 造 と し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ８ １ ６ ５ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ０ ５ ５ ３ ５ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 他 の 拡 散 方 法 と し て は 、 導 光 板 方 式 と し て 、 導 光 板 を 使 用 し 導 光 板 側 面 よ り 光 源
を 照 射 さ せ る こ と に よ り 照 射 面 を 均 一 に 照 射 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 上 述 し た よ う な 従 来 技 術 の LED等 複 数 の 点 光 源 を 使 用 し た バ ッ ク ラ イ ト 構
造 の よ う に 複 数 の 光 源 か ら 照 射 さ れ た 場 合 、 点 光 源 で あ る 為 発 光 面 の 輝 度 が 均 一 に な り に
く く 、 発 光 面 に Ｌ Ｅ Ｄ の 出 射 光 が 斑 点 状 に 浮 き あ が り 実 用 に な ら な い 。 特 に 反 射 面 の 構 造
だ け で 発 光 面 の 均 一 化 を 求 め る の は 次 の 点 で 困 難 で あ る 。 す な わ ち 、 直 下 型 に お け る 均 一
性 は 、 サ イ ズ ・ 光 源 の 指 向 角 ・ 拡 散 板 の 拡 散 角 等 に 大 き く 依 存 す る 。 光 源 の 指 向 角 を 大 き
く し て 、 拡 散 板 を 通 し て 光 源 が 分 離 せ ず 拡 散 さ れ て 混 ざ り 合 う 為 に は 、 拡 散 板 の 拡 散 角 を
大 き く す れ ば 解 決 で き る が 、 発 光 面 の 指 向 角 が 悪 く な り 、 発 光 面 の 輝 度 が 低 下 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 拡 散 シ ー ト や ホ ル ダ ー 内 壁 (反 射 板 )に よ る 反 射 光 を 輝 度 の 低 い 発 光 面 (周 縁 部 )に
導 く 構 造 は 、 反 射 板 の 形 状 が 複 雑 に な り 、 拡 散 板 が 必 要 に な る 。 よ っ て 、 直 下 型 バ ッ ク ラ
イ ト 構 造 の 一 般 的 な 構 成 は 、 図 ５ の 形 状 を し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 従 来 技 術 で は 、 点 光 源 で あ る Ｌ Ｅ Ｄ の 出 射 光 の 光 度 の 高 い 部 分 (発 光 面 の 中 央 部 )
の 輝 度 が 高 く 、 Ｌ Ｅ Ｄ の 出 射 光 の 光 度 の 低 い 部 分 (発 光 面 の 端 部 )の 輝 度 は 、 低 く な っ て い
る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 ５ の 形 状 は 、 光 源 の 高 さ ａ (光 源 か ら 拡 散 板 １ ま で の 距 離 )と 拡 散 板 １ の 厚 さ に 依 存 す
る 所 が 高 い 為 、 発 光 面 ４ が 明 る く 、 薄 い 形 状 を 求 め て LED等 の 点 光 源 ３ の 光 度 の 高 い も の
を 使 用 し た 場 合 、 斑 点 状 に 点 光 源 ３ の 出 射 光 が 発 光 面 ４ に 浮 き あ が る た め に 、 こ の 対 策 と
し て 、 拡 散 板 １ を 厚 く し 、 点 光 源 ３ の 位 置 を 高 く す る こ と に な る 。
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【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 に 鑑 み 、 直 下 型 バ ッ ク ラ イ ト 構 造 に お い て 、 発 光 面 の 輝 度 を 均 一 化
で き 、 光 源 の 高 さ を 薄 く 出 来 、 拡 散 板 １ の 厚 さ と 点 光 源 ３ の 高 さ を 調 整 す る こ と で 、 発 光
面 ４ の 輝 度 を 調 整 す る こ と が 可 能 な 液 晶 表 示 バ ッ ク ラ イ ト 構 造 の 提 供 を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 に お い て は 次 の よ う な 構 成 と す る 。 す な わ ち 、 液 晶
表 示 バ ッ ク ラ イ ト 構 造 に お い て 、 直 下 型 バ ッ ク ラ イ ト の 点 発 光 光 源 (LED等 )を 有 し 、 複 数
ま た は 単 品 の 光 源 か ら 照 射 さ れ た 光 が 、 入 射 さ れ る 拡 散 板 の 構 造 は 、 前 記 複 数 の 光 源 を 覆
う よ う な 箱 形 の 形 状 (ケ ー ス )を し て お り 、 前 記 ケ ー ス の 断 面 は 、 前 記 点 光 源 と 点 光 源 間 に
窪 み を 設 け 、 窪 み か ら 内 壁 に か け て 屈 折 部 を 備 え て お り 、 発 光 面 側 に 凹 部 を 備 え た こ と を
特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 構 成 に よ り 、 請 求 項 １ に お い て は 、 発 光 体 を 用 い て 液 晶 表 示 素 子 の バ ッ ク ラ イ ト を
構 成 し 、 前 記 発 光 体 と 液 晶 表 示 素 子 と の 間 に 拡 散 部 を 設 け た 液 晶 表 示 部 の バ ッ ク ラ イ ト 構
造 に お い て 、 前 記 拡 散 部 が こ の 内 側 に 形 成 さ れ る 空 間 側 に 内 壁 を 備 え る と 共 に 、 液 晶 表 示
素 子 の 貼 り 付 け 面 を 外 壁 と し 、 前 記 内 壁 に は 屈 折 部 を 備 え 、 前 記 外 壁 に は 凹 部 を 備 え た こ
と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 部 の バ ッ ク ラ イ ト 構 造 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 上 の よ う な 構 成 に よ っ て 、 従 来 問 題 と な っ て い た 点 光 源 の バ ッ ク ラ イ ト に よ る 液 晶 表
示 素 子 の 明 る さ ム ラ が 改 善 さ れ る 。 こ の 構 成 は 、 主 に は 拡 散 部 １ ０ の 形 状 を 屈 折 部 １ １ と
凹 部 ３ ０ の み で 対 応 可 能 で あ る の で 、 特 別 な 反 射 板 を 用 意 し た り 、 Ｌ Ｅ Ｄ の 配 置 ス ペ ー ス
を 個 別 に 確 保 す る と い っ た こ と を し な く と も 、 簡 素 な 構 成 で 安 価 に 提 供 で き る も の で あ る
。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。 本 発 明 に お け る 液 晶 表 示 用 バ ッ ク ラ イ ト 構 造 の 基 本
構 成 は 、 導 光 板 方 式 の 点 光 源 ス ペ ー ス を 液 晶 表 示 素 子 の 直 下 に 配 し 、 点 光 源 の 光 を 拡 散 部
で 変 形 さ せ る こ と で 表 示 部 へ の ム ラ の な い 均 一 な 明 る さ を 得 る も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 具 体 的 に は 、 図 １ に 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 を 示 し 説 明 す る 。 図 １ に お い て 、 ケ ー ス ２ ０
上 に は 発 光 体 と な る Ｌ Ｅ Ｄ ３ － ３ が 配 置 さ れ 、 当 該 Ｌ Ｅ Ｄ ３ － ３ の 周 囲 に は 、 内 部 に 所 定
の 空 間 を 有 す る 拡 散 部 １ ０ が あ り 、 当 該 拡 散 部 １ ０ を 介 し て こ の 上 面 に は 液 晶 の バ ッ ク ラ
イ ト 光 と な る 発 光 面 ４ が 配 置 さ れ て い る 。 こ の よ う な 構 造 に よ り 、 発 行 面 ４ は 、 こ の 直 下
に 配 置 さ れ る Ｌ Ｅ Ｄ ３ － ３ を 光 源 と す る バ ッ ク ラ イ ト を 拡 散 部 １ ０ に よ っ て 得 る こ と が で
き 、 直 下 型 方 式 の バ ッ ク ラ イ ト 構 造 を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 次 に 、 本 発 明 に お け る 最 も 特 徴 的 な 拡 散 部 の 形 状 に つ い て 説 明 す る と 、 Ｌ Ｅ Ｄ ３ － ３ が
配 置 さ れ る 真 上 で あ っ て 、 前 記 拡 散 部 １ ０ の 内 壁 に は Ｌ Ｅ Ｄ ３ － ３ の 光 源 を 屈 折 さ せ る こ
と が で き る 形 状 と し た 屈 折 部 １ １ － １ １ が 形 成 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 拡 散 部 １ ０ の 内
壁 ２ １ の う ち 、 ２ 個 の Ｌ Ｅ Ｄ ３ － ３ の 真 上 か ら 当 該 そ れ ぞ れ の Ｌ Ｅ Ｄ ３ － ３ の 内 側 方 向 に
は 、 他 の 拡 散 部 １ ０ の 肉 厚 を 薄 く す る 如 く 形 成 さ れ る 屈 折 部 １ １ － １ １ が テ ー パ ー 形 状 で
結 ば れ て お り 、 当 該 屈 折 部 １ １ － １ １ 角 お よ び テ ー パ ー 部 分 に よ り 光 が 屈 折 す る も の と な
っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 当 該 拡 散 部 １ ０ の 外 壁 の 断 面 形 状 は 略 長 方 形 状 ま た は 楕 円 形 状 と な っ て お り 、 こ
の 上 面 に 液 晶 表 示 素 子 が 貼 り 付 け ら れ て い る 。 本 発 明 に お い て は 、 当 該 貼 り 付 け 面 の 所 定
の 位 置 で あ っ て 、 外 壁 の 上 面 に 凹 部 ３ ０ － ３ ０ を 形 成 し て い る 。 当 該 凹 部 ３ ０ － ３ ０ の 位
置 と 形 状 は 、 前 記 屈 折 部 １ １ － １ １ に よ っ て 屈 折 さ れ た 光 が ム ラ な く 発 光 面 ４ か ら の バ ッ
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ク ラ イ ト と し て 使 用 可 能 な よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に バ ッ ク ラ イ ト の 特 徴 的 構 成 を 図 １ か ら 図 ３ に 基 づ き 説 明 す る 。 図 ２ は 、 本 実 施 形 態
の バ ッ ク ラ イ ト 構 成 を 示 す 断 面 構 造 で あ る 。 な お 、 図 ２ は 図 １ の Ｍ － Ｍ 断 面 を 矢 印 方 向 か
ら 見 た 断 面 構 造 を 示 す 。 点 光 源 と な る Ｌ Ｅ Ｄ ３ か ら 照 射 さ れ る 照 射 光 の 光 路 を 説 明 す る 。
図 ２ に 示 す よ う に 、 Ｌ Ｅ Ｄ ３ か ら 拡 散 部 に 照 射 さ れ た 光 は 、 拡 散 部 １ ０ へ 入 射 さ れ る が 、
拡 散 部 １ ０ の 屈 折 部 １ １ に 入 射 さ れ た 光 は 、 光 路 １ ０ １ に 示 す 様 に 屈 折 部 １ １ に 透 過 、 吸
収 さ れ た 残 り が 反 射 さ れ 、 Ｃ 部 へ 入 射 さ れ る 様 に 屈 折 部 １ １ の 角 φ 度 を 決 定 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 屈 折 部 １ １ の 角 度 φ 、 や 屈 折 部 １ １ の 各 コ ー ナ ー を 曲 面 に す る こ と で 、 Ｌ Ｅ Ｄ ３
か ら 照 射 さ れ る 照 射 光 の 光 路 を 換 え る こ と に よ り 、 Ｃ 部 へ 入 射 す る 光 度 を 調 整 す る こ と が
で き る 。 ま た 、 図 ２ の ａ 寸 法 を 短 く す る こ と で 、 発 光 面 ４ の 輝 度 を 調 整 す る こ と が で き る
。 な お 、 発 光 面 ４ の 輝 度 を 効 率 的 に 均 一 化 す る 為 に は 、 Ｌ Ｅ Ｄ ３ の 中 心 部 Ａ か ら 鉛 直 上 に
伸 延 し た 部 分 に 屈 折 部 １ １ の 頂 点 Ｂ が 位 置 す る よ う に 配 置 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 に 屈 折 部 １ １ の 角 度 φ と Ｌ Ｅ Ｄ ３ か ら 拡 散 部 １ ０ ま で の 距 離 ａ お よ び 拡 散 板 の 厚 み に
つ い て 図 ３ に よ り 説 明 す る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 バ ッ ク ラ イ ト ケ ー ス ２ ０ の 内 壁 ２ １ ａ 、
２ １ ｂ 間 の 距 離 を Ｌ 、 Ｌ Ｅ Ｄ ３ － ３ 上 端 か ら 屈 折 部 １ １ ま で の 距 離 ａ 、 ま た 、 Ｌ Ｅ Ｄ ３ －
３ 間 の 距 離 を Ｋ 、 Ｌ Ｅ Ｄ ３ － ３ の 中 心 か ら 鉛 直 上 に 伸 延 し た 線 Ｖ と 屈 折 部 １ １ ａ の 点 Ｂ 、
Ｄ と を 結 ぶ 線 が 交 差 す る 内 角 を θ 、 発 光 面 ４ の Ｏ 部 の バ ッ ク ラ イ ト ケ ー ス ２ ０ の 板 厚 を ｄ
１ 、 Ｌ Ｅ Ｄ ３ － ３ の 中 心 か ら 鉛 直 上 に 伸 延 し た 線 Ｖ の 矢 印 Ｂ に 示 す 領 域 の バ ッ ク ラ イ ト ケ
ー ス ２ ０ の 板 厚 を ｄ ２ と す る 。 ま た 、 説 明 の 都 合 上 Ｌ Ｅ Ｄ ３ － ３ の 中 心 部 を Ａ 、 Ｌ Ｅ Ｄ ３
－ ３ か ら 照 射 さ れ る 照 射 光 の 光 路 １ ０ ２ が 拡 散 部 １ ０ で 反 射 す る 点 を Ｂ 、 反 射 光 が 発 光 面
４ の Ｏ 部 の 中 心 に 垂 直 な 垂 線 Ｗ と バ ッ ク ラ イ ト ケ ー ス ２ ０ の 内 側 と の 交 点 を Ｃ と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の よ う な 構 成 に お い て 、 Ｌ Ｅ Ｄ ３ － ３ か ら 照 射 さ れ た 照 射 光 の 中 で 、 拡 散 板 の 屈 折 部
Ｂ 点 で １ 回 反 射 さ れ た 後 Ｃ 点 に 入 射 す る 、 す な わ ち 図 ３ の 光 路 １ ０ ２ で 示 す 照 射 光 を 得 る
に は 次 の よ う な 構 成 と す る 。 板 厚 の 関 係 は ｄ １ ＜ ｄ ２ （ １ ） と し 、 角 度 Ｂ は ∠ Ａ Ｂ Ｃ ≧ ９
０ ° （ ２ ） と し 、 角 度 θ は θ ＝ ９ ０ ° － (∠ Ｂ Ｃ Ｄ ＋ ∠ Ｄ Ｂ Ｃ )（ ３ ） と す る 。 ま た ∠ Ａ Ｂ
Ｃ ＝ １ ８ ０ ° － (θ ＋ ∠ Ｄ Ｂ Ｃ )（ ４ ） と し 、 こ こ で 、 式 (３ )を 式 (４ )に 代 入 す る と 、 ∠ Ａ
Ｂ Ｃ ＝ ９ ０ ° ＋ ∠ Ｂ Ｃ Ｄ （ ５ ） と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 拡 散 部 １ ０ の ｄ １ 、 ｄ ２ の 厚 み は 、 発 光 部 の 輝 度 と 直 接 関 係 し て く る 。 拡 散 部 の
厚 み と 輝 度 と の 関 係 は 、 直 線 的 に 変 化 す る 。 す な わ ち 、 厚 み が 厚 い と 輝 度 が 低 く (暗 く )、
厚 み が 薄 い と 輝 度 が 高 く (明 る く )な る 。 そ こ で 、 前 記 (１ )式 を 満 足 し 、 点 α の 輝 度 ＝ 点 β
の 輝 度 と な る よ う に ｄ １ 、 ｄ ２ の 寸 法 を 決 め る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 図 ３ に 示 す 、 Ｖ 軸 矢 印 Ｂ 方 向 の 発 光 面 側 に 楕 円 形 状 で 半 円 上 の 凹 部 (曲 面 窪 み 部 )
３ ０ を 設 け 、 拡 散 部 １ ０ に 照 射 さ れ た 光 は 、 拡 散 部 １ ０ 内 で 拡 散 さ れ 上 記 凹 部 ３ ０ の 焦 点
距 離 内 の 光 は 、 平 行 光 線 が 得 ら れ る 。 平 行 光 線 に す る こ と に よ り 、 照 度 を 面 積 比 の 逆 数 倍
に 増 加 さ せ る こ と が で き 、 Ｖ 軸 矢 印 Ｂ 方 向 の 発 光 面 の 暗 さ を 前 記 凹 部 ３ ０ を も っ て 輝 度 む
ら を 防 止 し 、 均 一 化 を 可 能 に し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 、 計 算 に よ り 求 め ら れ た 発 光 面 の 輝 度 分 布 の 一 例 を 図 ４ に 示 す 。 こ
の 図 ４ に お い て 、 横 軸 ｘ は 、 バ ッ ク ラ イ ト ケ ー ス ２ ０ の 内 壁 ２ １ ａ か ら ２ １ ｂ ま で の 距 離
を 表 し 、 縦 軸 ｙ は 、 発 光 面 の ２ ／ Ｌ 地 点 の 輝 度 を １ と し た 場 合 の 相 対 輝 度 を 表 す 。 な お 、
図 ４ に お け る 計 算 モ デ ル は 、 Ｌ Ｅ Ｄ ２ 個 と し 、 拡 散 板 の 透 過 率 ４ ５ ％ 、 反 射 率 ４ ５ ％ 、 吸
収 率 １ ０ ％ と し 、 拡 散 板 内 壁 ２ １ ａ － ２ １ ｂ 間 の 距 離 ２ ４ ． ６ mmと し 、 Ｌ Ｅ Ｄ ３ の 中 心 部
間 の 距 離 １ ６ mm、 拡 散 板 厚 み ｄ １ ＝ １ mm、 ｄ ２ ＝ ３ ． ８ mmと し 、 拡 散 部 屈 折 部 の θ ＝ ５ ２
° 、 ∠ Ａ Ｂ Ｃ ＝ １ ２ ８ ° と し 、 Ｖ 軸 矢 印 Ｂ 方 向 の 発 光 面 側 に 楕 円 形 状 の 凹 み 部 と で 構 成 さ

10

20

30

40

50

(4) JP 2005-31637 A 2005.2.3



れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 図 ４ に お い て 、 (イ )が 本 実 施 形 態 の 輝 度 分 布 を 示 し 、 (ロ )が 従 来 の 実 施 形 態 の 輝
度 分 布 を 示 す 。 図 ４ か ら 分 か る 様 に 、 (ロ )に 示 す 従 来 の 発 光 面 に 対 し 、 (イ )に 示 す 実 施 形
態 で は 、 全 体 的 に 発 光 面 ４ の 輝 度 が 均 一 化 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 輝 度 の 均 一 化 の 点 に お い て 、 輝 度 の 最 大 値 を 輝 度 の 最 小 値 で 割 っ た 値 を 均 一 性 と
し て 評 価 し た 表 を 表 １ に 示 す 。 従 来 の 実 施 形 態 で の 均 一 性 は 、 １ ． ９ ９ に 対 し 、 本 実 施 形
態 で は 、 １ ． ２ ９ と な り 均 一 性 が 向 上 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 上 記 本 発 明 の 実 施 例 に お い て は 、 光 源 と し て Ｌ Ｅ Ｄ ３ － ３ を ２ 個 設 け て い る が 、
こ の 数 や 位 置 は 上 記 実 施 例 に 限 定 さ れ る こ と な く 、 １ 個 以 上 備 え て い れ ば よ い し 、 バ ッ ク
ラ イ ト と し て 十 分 な 光 源 が 確 保 で き る の で あ れ ば 、 当 該 光 源 は Ｌ Ｅ Ｄ に 限 定 す る こ と な く
、 他 の 電 球 等 の 発 光 体 に よ る 光 源 を 使 用 し て も よ い 。 ま た 、 Ｌ Ｅ Ｄ ３ － ３ が 配 置 さ れ る 部
分 は 、 上 記 ケ ー ス で な く て も 、 例 え ば 配 線 基 板 等 の 部 材 で あ っ て も よ い し 、 こ れ ら ケ ー ス
等 に は 従 来 技 術 で 説 明 し た よ う な 反 射 板 や 反 射 材 を 備 え る こ と で 、 下 方 向 か ら の 光 源 を 個
別 に 拡 散 さ せ る よ う な 構 造 と し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 と す る 液 晶 表 示 用 の バ ッ ク ラ イ ト 構 造 上 面 図 を 示 す 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 と す る 液 晶 表 示 用 の バ ッ ク ラ イ ト 構 造 側 面 断 面 図 を 示 す 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 と す る 液 晶 表 示 用 の バ ッ ク ラ イ ト 構 造 の 説 明 図 を 示 す 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 と す る 液 晶 表 示 用 の バ ッ ク ラ イ ト の 特 性 図 を 示 す 。
【 図 ５ 】 従 来 の 液 晶 表 示 用 の バ ッ ク ラ イ ト 構 造 上 面 図 を 示 す 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
  図 に お い て 同 一 符 号 は 同 一 、 ま た は 相 当 部 分 を 示 す 。
　 ３ 　 Ｌ Ｅ Ｄ
　 ４ 　 発 光 面
１ ０ 　 拡 散 部
２ ０ 　 ケ ー ス
２ １ 　 内 壁
１ １ 　 屈 折 部
３ ０ 　 凹 部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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